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研究成果の概要 

イオン感応膜電極との統合を計画している膜電位検出型フレキシブル回路の開発において、バイオ

電極との統合に向けた回路設計・改良を実施した。汗の連続計測を実現するため、流路組み込み型のイ

オン検出センサの小型化が必要となった。これにより、センサ電位の出力インピーダンスが大幅に増加

（200 MΩ の出力インピーダンスとなりノイズに弱い状況）する事となった。これを克服するためにイ

ンピーダンス変換を実現するフレキシブル有機ボルテージフォロワを作製し、Na イオン, K イオンセン

サから出力される電位を低ノイズに検出可能であることを確認した。具体的には、作製した回路を使用

することにより、体動ノイズやハムノイズ等を 1/10 程度に低減できる事を実証し、ノイズ耐性に優れ

たイオンセンサ出力を得ることが可能となった。 

また、汗の捕集や連続計測に向けたバイオ電極への汗導入流路・排出流路の形成を実施した。具体的

には、レーザー加工によって形成した親水性フィルムを使用した積層構造を作製することにより、運動

中の汗を連続的に導入し、排出することが可能な流路を実現した。流路内にはイオン感応膜電極と固体

参照電極を組み込むことが可能な構造となっており、汗中の Na、K イオンの連続計測が可能な汗セン

サ流路の実現に成功した。 

また、実試料となる汗の連続計測実験を再現性良く実施するために、エアロバイクを用いた運動試験

環境の最適化などを実施し、体感・外観とも相関のある発汗計測環境を研究室内に実現した。また、デ

バイスについてはウェアラブル化のため、BLE 通信を基本とした無線計測モジュールとセンサの統合

を含めたデバイス全体のデザインを実施し、継続して Na イオン, K イオンセンサ、乳酸計測に関連し

た実験を実施することで連続使用に際しての課題等の抽出を行っている状況である。 
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